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96.2％の調査地点で環境基準を満足。 

高津川は全国 1位の水質！ 

～平成 22年 中国地方一級河川の水質現況の公表～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（詳細については中国地方整備局HP（http://www.cgr.mlit.go.jp）に掲載の 

「平成22年 中国地方一級河川の水質現況（詳細資料）」をご覧下さい。） 

国土交通省 中国地方整備局 

○問い合わせ先 

国土交通省中国地方整備局 

電話番号 昼間 ( 082 ) 221 - 9231（代表） 

     夜間     511- 6267（直通） 

 （担当）河川部 流域・水防調整官   上橋
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    （内線3518） 
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   （内線3758） 

 (広報担当窓口） 総務部 広報広聴対策官   安田
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  （内線2117） 

企画部 環境調整官     秋山
あきやま

 良
りょう

壮
そう

 （内線3114） 

中国地方整備局は、昭和36年から中国地方一級河川の水質調査を実施しています。 

平成22年(1月～12月)の管内一級河川13水系(直轄管理区間)における水質現況をとりまとめ 

ましたのでお知らせします。 

 

～水質調査結果～ 

・平成22年における高津川の全国順位は1位（前年は９位）！！ 

・河川の水質を評価するBODは 96.2％の地点で環境基準を満足（平成21年は91.0%） 

 （河川の類型指定が定められている水域での調査地点79地点のうち76地点で満足） 

・平成21年と比べ、環境基準を満足している地点の割合は増加し、良好な水質を維持 

（近年10ヶ年平均（平成13年～平成22年）：91.8%） 

 

～ダイオキシン類に関する実態調査～ 

・ダイオキシン類調査は30地点で調査を実施。  

・ダイオキシン類は全地点において環境基準値を満足。 

 

～水質事故の状況～ 

・約2日に1件の割合で発生（水質事故発生総件数は157件） 

・原因物質別件数で最も多いのは重油、軽油等の「油の流出」で、全体の78％ 

 

～新しい水質指標による調査結果～ 

・河川をBODだけでなく、わかりやすく、多様な視点で評価する新しい試み 

・地域住民の方々と協働で平成17年から調査を実施し、ほとんどの地点で良好な結果 
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１．水質調査結果 

（１）河川の水質ランキング 

 

 

高津川については、前年の全国９位から順位を上げ、全国１位となり、中国地方における一級河川

では５年連続第 1 位の水質を維持しています。 

河川ランキング（BOD平均値が同じ場合、75%値により評価している。）

H22 H21 H22 H21 H22 H21 H22 H21
1 1 1 9 高津川 高津川 島根 0.5 0.5 0.5 0.6
2 2 24 10 天神川 小鴨川 鳥取 0.6 0.6 0.6 0.5
2 3 24 17 天神川 天神川 鳥取 0.6 0.6 0.6 0.6
4 3 33 17 斐伊川 斐伊川 島根 0.6 0.6 0.7 0.6
5 3 40 17 千代川 千代川 鳥取 0.7 0.6 0.7 0.6
5 6 40 36 江の川 江の川 島根,広島 0.7 0.7 0.7 0.7
7 7 64 44 佐波川 佐波川 山口 0.8 0.7 0.9 0.8
8 9 74 81 日野川 日野川 鳥取 0.8 0.9 1.0 1.0
8 13 74 139 旭川 旭川 岡山 0.8 1.4 1.0 1.5
10 8 88 58 太田川 太田川 広島 0.9 0.8 1.1 0.8
10 11 88 113 小瀬川 小瀬川 広島,山口 0.9 1.0 1.1 1.4
12 10 107 109 日野川 法勝寺川 鳥取 1.0 1.0 1.3 1.2
13 12 135 118 高梁川 高梁川 岡山 1.2 1.1 1.5 1.3
14 14 140 144 吉井川 吉井川 岡山 1.3 1.4 1.5 1.8
14 15 140 159 芦田川 芦田川 広島 1.3 2.3 1.5 2.8

順位（中国） 調査地点
の県名

BOD平均値（mg/l） BOD75%値（mg/l）　順位（全国）
水系名 河川名

 

 

 

◆ 水質ランキング 

各河川の BOD 平均値により順位を決定する。 

◆ 各河川の BOD 平均値 

    各河川において調査した各地点の BOD 平均値を平均した値。 

◆ BOD 平均値が同じ場合 

    BOD 平均値が同じ場合、BOD75％値が小さい方を上位とする。 

    BOD 平均値、BOD75％値とも同じ場合は同位とする。 

◆ 水質ランキングの対象河川（全国 165 河川） 

    一級河川本川：直轄管理区間に調査地点（※）が 2 以上ある河川。 

一級河川支川：直轄管理区間延長が概ね 10km 以上、かつ直轄管理区間に調査地点（※）が 2 以上ある河川。 

             （※）湖沼類型指定、海域類型指定の調査地点は含まない。 

ダム貯水池は原則として調査地点に含まない。 

中国地方における最もきれいな河川は、高津川 
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（２）河川の水質 

 

          

水質の代表的な指標である BOD 75％値による環境基準値を満足している地点数は、79 地点のう

ち 76 点あり、およそ 96％の地点において環境基準値を満足しており、良好な水質を維持していると言え

ます。平成 2１年と比べると不満足から満足に転じた地点が 4 地点、満足から不満足に転じた地点はあ

りませんでした。（※各調査地点の BOD75%値については、「平成 22 年中国地方一級河川の水質現況（詳細資料）」 

◆水質調査地点一覧表（河川）を参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度とは：水質の代表的な指標（河川においては BOD75%値、湖沼においては COD75%値）が環境基準を満足している 

調査地点の割合を示したものです。 

年間を通しての環境基準の満足の判断には、BOD75％値と環境基準値とを比較し、BOD75％値が環境基

準値以下ならば満足、超過している場合は不満足として評価します。環境基準は、AA～E の 6 段階で各地点

によって異なります。中国地方では、AA～C が設定されています。 

例）  環境基準AAの場合、BOD75%値が1.0mg/L以下であれば満足、1.0mg/Lより大きければ不満足。 

環境基準 A の場合、BOD75%値が 2.0mg/L 以下であれば満足、2.0mg/L より大きければ不満足。 

75%値とは： 1 年間に調査した全ての日データ（ｎ個）を値の小さいものから順に並べ、0.75×ｎ番目のデータ（0.75×n が 

整数でない場合には、端数を切り上げた整数番目の値をとります。）の値をいう。 

            例）  １ヶ月に 1 回、1 年間に 12 回の調査をおこなった場合    12 × 0.75 = 9 番目  

図-1 ＢＯＤ環境基準値の満足度 

中国地方一級河川において環境基準値を満足している地点は、７９地点のうち７６地点 

表-1 BOD 環境基準値の満足不満足地点の推移 
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区分 水系名 河川名

日野川 日野川

芦田川

高屋川

満足から不満足に転じた地点 なし

芦田川

高屋川 横尾（B）

小瀬川 小瀬川 小川津（AA）

中津原（A）　山手橋（A）
芦田川

不満足から満足に転じた地点

小水呑橋(B)
芦田川

地点名（環境基準）

川北（A）

溝口（AA）

H21から継続して不満足の地点
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中国地方の湖沼において環境基準を満足している地点は、21 地点のうち 3 地点 

 （３）湖沼の水質 

 

 

湖沼水質の環境基準は、水質の代表的な指標であるCOD75%値で設定されています。平成22年に

環境基準を満足している地点は、中海の渡町地点及び境水道中央部地点と土師ダム地点です。

（※各調査地点の COD75%値については、「平成 22 年中国地方一級河川の水質現況（詳細資料）」 ◆水質調査地

点一覧表（湖沼）を参照。） 

 

（４）その他  

 

 

調査の結果、島地川ダム貯水池内の湖底部で、平成 21 年に引き続き、環境基準値を超えるヒ素

の値が検出されました。しかし、ダム上流には、人為的汚濁原因となる工場等はないため、ダム貯水池

内やその周辺の土壌からの溶出（自然由来）が原因と考えられます。 

ダムから放流される水については、表面取水により行っていること、下流の河川では環境基準値を超

える測定値になっていないことから、利水への影響はないと考えられますが、今後も継続して監視を行い

ます。 

なお、学識経験者と河川管理者等による「島地川ダム水質改善検討委員会」（平成 20 年 3 月設

置）において対策の検討を行い、平成 21 年度に対策施設（高濃度酸素溶解装置）を設置しました。

平成 22 年度から装置を稼働させ、水質改善のための運用方法の検討を行っています。 

 

２．ダイオキシン類に関する実態調査 

 

 

 

 水質調査及び底質調査のいずれに関しても環境基準値※１を上回った地点はなく、また、今後重点

的に監視を行う必要のある判断基準である要監視濃度※２を上回る地点もありませんでした。調査開

始の平成 11 年から 12 年連続で水質・底質とも全調査地点において環境基準及び要監視濃度を

満足しています。 なお、内分泌かく乱物質として疑いのある物質についても、水質と底質の調査を実

施しました。 

 ※1 環境基準値：（水質 1.0pg-TEQ/L、底質 150pg-TEQ/g） 

※2 要監視濃度：（水質 0.5pg-TEQ/L、底質 75pg-TEQ/g） 

（※各調査地点のダイオキシン調査結果及び各調査地点の内分泌かく乱物質調査結果については、「平成 22 年中

国地方一級河川の水質現況（詳細資料）」 ◆ダイオキシン類に関する実態調査、◆内分泌かく乱物質に関する実態

調査を参照。） 

島地川ダム湖底部（佐波川）でヒ素（健康項目）が超過 

全調査地点において環境基準値及び要監視濃度を満足 
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３．水質事故の状況 

             

 

平成 22 年に中国地方一級河川において発生した水質事故は、157 件（自然現象含む）で平成

21 年と比較すると 19 件減少していますが、依然として多くの水質事故が報告されています。 

水質事故の原因物質で 1 番多かったものは油類であり、全体 78％と高い割合を占めています。ま

た、水質事故の発生原因としては、原因不明、交通事故が多く 29%、次いで工場等での操作ミス

17%です。 

中国地方の一級水系では、河川管理者と関係機関で構成する「水質汚濁防止連絡協議会」が

全ての水系に設置されており、水質事故発生時には、速やかに情報の通報・連絡・収集を行うととも

に、関係機関と連携しオイルフェンスを設置するなど被害の拡大防止に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-3 原因物質別件数割合(%) 図-4 原因別発生件数割合(%) 

平成 22 年に中国地方で発生した水質事故は、157 件 

図-2 水質事故発生件数の推移 
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４．新しい水質指標による調査結果 

 

 

（１）調査概要（河川） 

 近年の下水道整備、各地域における清掃活動により水質が改善されています。その中で、人々が川

とふれあう機会が増え、河川環境に対する関心が高まってきており、多様な視点で河川が捉えられるよう

になってきています。 

 そこで、国土交通省では、河川を BOD だけでなく多様な視点で評価するための指標について検討し

「今後の河川水質管理の指標について（案）」を平成 17 年 3 月にとりまとめました（平成 21 年 3 月に一

部改訂）。今後の河川水質管理の指標（以下、「新しい水質指標」という）による調査は、平成 17 年か

ら試験的に実施しており、今回が６年目の調査です。 

新しい水質指標による調査は以下の４つ視点からなっています。 

① 人と河川の豊かなふれあいの確保 

② 豊かな生態系の確保 

③ 利用しやすい水質の確保 

④ 下流域や滞留域への影響の少ない水質の確保 

そのうち、①人と河川の豊かなふれあいの確保、②豊かな生態系の確保については、住民と河川管

理者が協働で調査することとなっています。 

 

 

 

 

表-5 ①人と河川の豊かなふれあいの確保（赤枠内は住民と協働調査） 

新しい水質指標による調査を直轄管理区間で実施 
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※ 「下流域や滞留域への影響の少ない水質の確保」については、評価項目が設定されていないため、 

記載していない。 

（各地点における評価の方法） 

･それぞれの調査項目の中で最もランクの低いものとします。 

 

（２）調査結果 

表-8 に各水系の代表地点における調査結果概要を示します。どちらの視点についてもほとんどの地

点で評価ランクＢ以上と良好な結果となりました。 

  

 

表-6 ②豊かな生態系の確保（赤枠内は住民と協働調査） 

表-7 ③利用しやすい水質の確保 
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○ 人と河川の豊かなふれあいの確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 豊かな生態系の確保 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 利用しやすい水質の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 8 新しい水質指標による評価（赤枠は住民協働項目） 

水系名 河川名 調査地点名 ゴミの量 透視度 川底の感触 水のにおい
糞便性大腸

菌群数
地点
評価

千代川 千代川 源太橋 A A B A B B

天神川 天神川
三朝町桜づつみ
中の島公園

A - A A - A

日野川 日野川 米子市車尾地先 B A B A A B

斐伊川 斐伊川 里熊大橋 A A A A B B

江の川 江の川 祝橋下流 - - - - B B

佐波川 佐波川 堀 A A A A - A

小瀬川 小瀬川 両国橋 A A A A A A

太田川 太田川 矢口川上流 A A A A A A

芦田川 芦田川 中津原取水堰 A B A B B

高梁川 高梁川 川辺橋 B B B A B B

旭川 旭川 三野 A A B A B B

吉井川 吉井川 備前大橋 A A A A A A

水系名 河川名 調査地点名
トリハロメタン生成能

（μg/L)
2-MIB
(ng/l）

ジオスミン
(ng/l）

NH4-N
(mg/l）

地点の評価

千代川 千代川 源太橋 A A A A A

天神川 天神川 倉吉市大原地先 A A A A A

日野川 日野川 米子市東八幡地先 A A A A A

斐伊川 斐伊川 大津 A A A A A

江の川 江の川 尾関山 A A A A A

佐波川 佐波川 新橋 A A A A A

小瀬川 小瀬川 両国橋 A A A A A

太田川 太田川 矢口川上流 A A A A A

芦田川 芦田川 中津原 A A A A A

高梁川 高梁川 霞橋 A A A A A

旭川 旭川 相生橋 A A A A A

吉井川 吉井川 鴨越堰 A A A A A

水系名 河川名 調査地点名 DO（mg/L) NH4-N(mg/l）
水生生物の

生息
地点の評価

千代川 千代川 源太橋 A A A A

天神川 天神川 河北水辺の楽校 A A A A

日野川 法勝寺川
西伯郡南部町法
勝寺地先

A - A A

斐伊川 斐伊川 里熊大橋 A A B B

江の川 江の川 祝橋下流 A - B B

佐波川 佐波川 堀 A - A A

小瀬川 小瀬川 両国橋 A A A A

太田川 太田川 壬辰橋 A A A A

芦田川 芦田川 小水呑橋 A A - A

高梁川 高梁川 川辺橋 A A B B

旭川 旭川 三野 A A B B

吉井川 吉井川 備前大橋 A A B B
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（３）調査概要（湖沼） 

新しい水質指標(湖沼)とは、人と湖沼のふれあいや生態系への関心など、多様化する湖

沼の課題に対応した湖沼水質管理を実施するために多様な視点を踏まえ、湖沼を COD など

の環境基準だけでなく多様な視点で評価できるように検討された指標である。評価の視点

は、「人と湖沼の豊かなふれあいの確保」「豊かな生態系の確保」「利用しやすい水質の確保」

「下流域や滞留水域に影響の少ない水質の確保」の 4つに渡り、「下流域や滞留水域に影響

の少ない水質の確保」以外の視点について評価項目と評価レベルが設定されている。また、

4つの視点のうち「人と湖沼の豊かなふれあいの確保」「豊かな生態系の確保」では、一部

の評価項目を住民と河川管理者とが協働で調査することとしています。 

新しい水質指標(湖沼)は、平成 22 年 3 月に「今後の湖沼水質管理の指標について(案)」(国

土交通省河川局河川環境課)としてとりまとめられ、これに基づく調査が、同年より全国の

湖沼を対象に実施されています。 
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※ 「下流域や滞留域への影響の少ない水質の確保」については、評価項目が設定されていないため、 

記載していない。 

 

（４）調査結果 

中国地方整備局においては、斐伊川水系の宍道湖において調査を行いました。その結果、「人と湖

沼の豊かなふれあいの確保｣においてＣランクと評価されました。 

新しい水質指標による調査は、今後調査を重ねることでデータを蓄積し、固有の特徴を持った河川・

湖沼それぞれについて多様な視点で総合的に評価することで、河川・湖沼に対する地域住民の方々の

関心と理解を高め、環境の改善に取り組んでいければと考えています。 

 

○ 人と湖沼の豊かなふれあいの確保 

水系名 湖沼名 調査地点名 ゴミの量 透視度
湖底の
感触

水のにおい アオコ発生
糞便性大腸

菌群数
地点
評価

斐伊川 斐伊川 宍道湖グリーンパーク C B B C － - C  

 

 

  

 

水質 生物

C - - -

ふれあい
生態系

利用

宍道湖グリーンパーク 

0  1   2  3  4km 




